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1　館の概要

　（1）設置目的
　　和歌山県立文書館（以下「当館」という。）は、県や県内各地域の歴史資料として重要な文

書その他の資料（以下「文書等」という。）を収集・保存・整理して未来に伝えるとともに、
これらを一般の利用に供することで、県民の学術及び文化の発展に寄与する施設として、平成
5 年（1993）7月31日に開館した。

　　当館の業務は、和歌山県立文書館設置及び管理条例第 3 条に、文書等の収集及び保存、文
書等の利用、文書等の調査研究、資料集等の編さん及び刊行、文書等についての知識の普及啓
発、文書館の設置の目的を達成するために必要な業務と定められており、これに基づき各種業
務を行っている。

　（ 2 ）組織図
　　当館の所管課は、和歌山県企画部企画政策局文化学術課で、組織図は以下のとおりである。

　

　（ 3 ）職員構成

　　　館長（1名）　　次長（1名）　　文書課長（1名）　　予算・庶務担当（1名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 業務担当（7名）　古文書担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 公文書担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 行政刊行物等担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デジタルアーカイブ担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受付等担当（2名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （会計年度任用職員（事務補助））

区分 館長 次長 課長 主査 副主査 主事 会計年度
任用職員 計

職員数 1 1 1 3 4 1 2 13

内
　
訳

一般職員
（事務職） 1 2 1 4

文書専門員
（技術職） 1※ 1※ 1 3

教育委員会からの
出向職員 1 1 2

再任用職員 2 2
会計年度任用職員
（事務補助職員） 2 2

※は国立公文書館認証アーキビスト
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　（ 4 ）職員名簿

　（ 5 ）予算・決算
　　過去 5 年間の文書館管理運営事業の予算額及び決算額は次のとおりである。
　　なお、建物及び施設の維持管理は、和歌山県立図書館が担当している。

　（ 6 ）施設・設備
　　当館は、文化複合施設「きのくに志学館」内に和歌山県立図書館・文化情報センターと併設

されている。
　所 在 地　　〒641-0051　和歌山市西高松一丁目 7 番38号
　構　　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造、地上 3 階地下 1 階（きのくに志学館全体）
　敷地面積　　10,002.56㎡（きのくに志学館全体）
　建築面積　　 5,528.04㎡（きのくに志学館全体）

職　　名 氏　　名 主な担当業務
館長 田尻　雅也 館務統括
次長 龍野　直樹 業務総合調整
文書課長 藤　　隆宏 文書課の総括、公文書
主査 坂口　敦子 公文書
主査 坂口　真美 予算・決算、庶務
主査 砂川　佳子 デジタルアーカイブ、古文書
副主査 寺前　　駿 行政刊行物等、教育連携
副主査 西山　史朗 古文書
副主査 原　　博信 公文書
副主査 駒野　裕佳 公文書
主事 太田裕美子 公文書
会計年度任用職員 牛尾　真弓 閲覧提供業務補助、文書整理業務補助
会計年度任用職員 中口　初美 閲覧提供業務補助、文書整理業務補助

（単位：千円）
　　　　　　　年度内訳　　　　　　　　 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度

予算 22,548 22,461 11,219 5,926 6,733
決算 20,951 19,266 6,283 5,791 6,570
　うち委託料全体 3,975 3,775 3,874 3,801 3,121
　　　くん蒸 594 429 429 462 －
　　　文書修復処理 － 961 881 － －
　　　マイクロ撮影 2,800 1,769 2,123 2,837 2,433
　　　デジタル撮影 581 616 441 502 −
　　　ホームページ
　　　リニューアル － － － － 688
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　延床面積

　書架延長　　収蔵庫 1 　7,176ｍ
　　　　　　　収蔵庫 2 　1,562ｍ
　主な設備　　自動火災報知設備、ガス漏れ警報設備、ハロゲン化物消火設備、消火栓設備、排
　　　　　　　煙設備、エレベーター（乗用 1 基、人荷用 2 基）
　駐 車 場　　77台駐車可能（うち 3 台　身体障害者用）

　（ 7 ）平面図　
　　　　　　　　　　　　2階　　　　　　　　　　　＊色塗り部分が文書館

　　　　　　　　　　　　1階

部　　門 延床面積

文
書
館

閲覧室 141.05㎡
特別閲覧室 29.63㎡
収蔵庫 1 418.50㎡
収蔵庫 2 411.37㎡
整理室 235.49㎡
事務室 78.17㎡
撮影室等 63.88㎡

文書館合計 1,378.09㎡
県立図書館との共用部分 3,673.22㎡
きのくに志学館全体 12,361.66㎡

文化情報センター

メディア・
アート・ホール

講義・
研修室

整理室2
撮
影
室

館
長
室事務室

特別閲覧室

閲覧室

収蔵庫1 収蔵庫2

整理室1

書　庫

入口

書　庫

県立図書館

児童室

ロッカールーム
トイレ

トイレ

EV

EV

EV

EV

トイレ
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　（ 8 ）沿革

年月 県及び当館の動向

昭和46年（1971） 6 月 開県100年記念事業として県史編さんを決定

昭和61年（1986） 12月 第 4 次和歌山県長期総合計画「新世紀の国21」策定、文書館建設
を盛り込む

昭和63年（1988） 2 月

9 月

政策調整会議で和歌山大学経済学部跡地に新図書館・視聴覚セン
ター・文書館の設置を決定
新図書館等に公文書館を加えた施設建設のため「図書館等建設基
本構想検討委員会」を設置

平成元年（1989） 4 月 図書館等建設基本構想検討委員会が新図書館・文化情報センター
（視聴覚センターを改称）・文書館・公文書館を併設する基本構想
を教育長に答申

平成 2 年（1990） 3 月
10月

和歌山大学経済学部跡地10,000㎡が確保され、基本設計に着手
文書館と公文書館を一本化した施設建設とする

平成 3 年（1991） 7 月 着工

平成 5 年（1993） 2 月
3 月
3 月
4 月
7 月

「和歌山県立文
もん

書
じょ

館
かん

」を正式名称とする
竣工
「和歌山県立文書館設置及び管理条例」公布
和歌山県立文書館設置（以後、県史編さん事業を引き継ぐ）
開館

平成 6 年（1994） 3 月 『和歌山県史』全24巻完結

平成 7 年（1995） 3 月 『和歌山県立文書館紀要』創刊号刊行

平成 8 年（1996） 3 月 『収蔵史料目録 1 』刊行

平成 9 年（1997） 4 月 地域史料保存調査（のち「民間所在資料保存状況調査」に改称）
着手

平成13年（2001） 3 月
3 月
9 月

「和歌山県情報公開条例」公布
「和歌山県公文書管理規程」制定
「和歌山県議会公文書管理規程」制定

平成14年（2002） 3 月 『和歌山県政史』第五巻刊行

平成15年（2003） 3 月 開館10周年記念誌『時空の旅　ふるさとを訪ねて』刊行

平成20年（2008） 12月 開館15周年記念誌『紀の国へのいざない』刊行

平成26年（2014） 3 月 開館20周年記念誌『古文書徹底解釈　紀州の歴史』刊行

平成30年（2018） 12月 デジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」開設

令和 5 年（2023） 12月 開館30周年を機に『古文書・公文書等の収集・保存・整理・活用
－和歌山県立文書館の業務－』刊行
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2 　令和 7年度業務報告
　
　（ 1 ）古文書の収集・保存・整理・利用
　　当館が所蔵する古文書は、和歌山県及び県内各地域の歴史を将来に伝えるために重要と認め

られる書状、記録等を、作成年代にとらわれずに収集したものである。現在、複製資料を含め
約10万点を所蔵している。

　　古文書は、原本保護のため複製物を作成し、複製物を閲覧に供することを原則としている。
また、デジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」での画像公開を進めている。未撮
影又は未整理の古文書については、事前の申請に対して、可能な限り原本の特別閲覧に供する。

　　ア　古文書の収集

　　イ　古文書の整理

　　ウ　古文書のマイクロフィルム撮影等（専門業者への業務委託）

文書群名 区分 点　数 概　　要

八塚良三写真資料 寄贈 約100点

紀の川市粉河の旧家八塚家のうち粉河酢製造で著名
な室屋九左衛門の子孫で神職をつとめた八塚良三の
昭和前・中期の写真資料。粉河祭や神社のようすを
写したものや、肖像・集合の写真がある。

鈴木家文書 寄贈 1,224点

江戸期には塩津浦網仲間衆として活動し、近代以降
は丸田村（現海南市下津町丸田）村長等を務めた鈴
木家に伝わった文書。魚網製造、漁業や村の運営に
関する資料が中心。

山田常吉家写真 寄贈 約100点
明治期に紀三井寺村（現和歌山市紀三井寺）から移
民としてアメリカに渡った山田常吉家の資料。アメ
リカや和歌山で撮影された写真がある。

御先備御人数控 寄贈 1点
那賀郡岩出組の在鳥見助役を務めた西岡文四郎が作
成した第二次長州征討に関する資料。紀州藩先鋒を
担った安藤直裕の軍勢について記載。

文書群名 作業内容
岩﨑家文書 目録作成及び195点のマイクロフィルム撮影。
園部家文書 目録作成及び33点のマイクロフィルム撮影。

対象資料 撮影点数 画像数 作業内容
岩﨑家文書 195 1,800 撮影・紙焼き作成

紀州家中系譜並に
親類書書上げ* 664 7,329 撮影・紙焼き作成

園部家文書 33 4,363 撮影・紙焼き作成
＊「紀州家中系譜並に親類書書上げ」は、修復したことにより開披可能となった資料を撮影したものである。
　（詳細は本誌Ⅱ研究報告「収蔵史料目録『紀州家中系譜並に親類書書上げ』（補遺）」参照）。
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当館所蔵の古文書群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 8 年 3 月31日現在）
文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録

1 紀州家中系譜並に親類書書上げ 移管 平成 5 年度 15,759 10・11
2 中尾家文書 海南市下津町梅田 移管 平成 5 年度 638 1
3 岡家文書Ⅰ・Ⅱ 日高川町中津川 移管 平成 5 年度 1,907 2
4 山裾織布場文書 和歌山市坂田 移管 平成 5 年度 348 1
5 蜜柑方元締文書 有田市港町 移管 平成 5 年度 447 1
6 県立図書館移管資料 移管 平成 5 年度 1,860 4
7 県史編さん班移管資料 移管 平成 5 年度 193 4
8 軍学者宇佐美定祐文書（宇佐美家文書） 紀州藩士 寄託 平成 5 年度 152 7
9 高橋家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成 5 年度 4,327 3
10 和歌山縣史七巻 和歌山市 寄贈 平成 5 年度 1 4
11 平松家文書Ⅰ・Ⅱ 和歌山市 寄託 平成 5 年度 35 12
12 丹生家文書 かつらぎ町天野 寄託 平成 5 年度 655 5
13 岩﨑家文書 和歌山市紀三井寺 寄託 平成 5 年度 約8,200
14 守先文庫 有田川町庄 寄贈 平成 5 年度 220
15 長保寺文書 海南市下津町上 寄託 平成 5 年度 約14,000
16 福重氏所蔵金檀家文書 かつらぎ町東谷 寄託 平成 5 年度 6 1
17 堀家文書 紀の川市名手市場 寄託 平成 5 年度 3,881 9
18 大川浦文書Ⅰ・Ⅱ 和歌山市大川 購入 平成 5 年度 71 1
19 安楽川村文書Ⅰ 紀の川市桃山町元 購入 平成 5 年度 193 1
20 堀内家文書 紀州藩士 寄託→寄贈 平成 6 年度 23 1
21 山崎家文書 和歌山市大垣内 寄託 平成 6 年度 104 1
22 北一夫氏旧蔵北家文書 紀の川市荒見 寄贈 平成 6 年度 4,750 6
23 谷口家文書 和歌山市冬野 寄託 平成 6 年度 55 1
24 垣内家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成 6 年度 約150 12（一部）
25 貞木家文書 和歌山市木ノ本 寄託→寄贈 平成 6 年度 68 12
26 高橋哲郎家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成 6 年度 24 12
27 園部家文書 和歌山市園部 寄託→寄贈 平成 6 年度 約1,300
28 有田郡久野原村文書（二沢家文書） 有田川町久野原 購入 平成 6 年度 約360
29 那賀郡各村公証原簿 紀の川市 購入 平成 6 年度 88
30 名草郡坂田村文書 和歌山市坂田 購入 平成 6 年度 19 12
31 那賀郡冷水村文書 海南市ひや水 購入 平成 6 年度 99
32 安楽川村文書Ⅱ 紀の川市桃山町元 購入 平成 6 年度 191 1
33 大須賀家文書 和歌山市北新 寄託 平成 7 年度 60 12
34 岩橋家文書 海南市黒江 寄託 平成 7 年度 50
35 有田郡吉原村文書 有田川町吉原 購入 平成 7 年度 4
36 角谷家文書 和歌山市西浜 購入 平成 7 年度 792 12
37 藤岡家文書 海南市下津町大崎 購入 平成 7 年度 832
38 清水町二沢家文書（昭和・満州関係） 有田川町久野原 購入 平成 7 年度 約50
39 渋田郵便局文書 かつらぎ町 購入 平成 7 年度 29
40 幸前家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成 8 年度 1 12
41 道本家文書 紀の川市貴志川町丸栖 寄託 平成 8 年度 約200
42 川口家文書 湯浅町湯浅 寄託 平成 8 年度 約10,000
43 大畑家文書 紀州藩士 複製 平成 8 年度 98 7
44 吉備町野田家文書 有田川町 購入 平成 8 年度 約200
45 刑法改定布告 購入 平成 9 年度 1
46 市町村制理由 購入 平成 9 年度 1
47 名手由兵衛家文書 海南市黒江 寄託→寄贈 平成10年度 1,973
48 岡本家文書 紀美野町福田 寄託 平成10年度 4,410 13
49 早川家文書 紀州藩士 寄託→寄贈 平成10年度 64 7
50 尾﨑林太郎家文書 海南市黒江 寄託 平成10年度 726 5
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
51 尾﨑重光家文書 海南市黒江 寄託 平成10年度 2 5
52 那賀郡内文書（八塚家文書） 紀の川市粉河 購入 平成10年度 81
53 和歌山県同和教育研究協議会資料 寄贈 平成11年度 約1,000
54 南方熊楠記念館所蔵資料マイクロフィルム 寄託 平成11年度 151
55 田端家文書 美浜町田井 寄託 平成12年度 約400
56 尾﨑彌太郎家文書 海南市黒江 複製 平成12年度 1 5
57 熊野本宮絵図 購入 平成12年度 1
58 旧和歌山藩奉職者請願書 購入 平成12年度 1
59 紀三井寺一心万人講名録 購入 平成12年度 1
60 熊野本宮御鎮座略記 購入 平成12年度 1
61 熊野新宮御鎮座記 購入 平成12年度 1
62 天善鉱山文書 有田川町 寄贈 平成13年度 4
63 大川浦文書Ⅲ 和歌山市大川 寄託 平成13年度 約185
64 日高郡下志賀村文書 日高町志賀 購入 平成13年度 約20
65 野長瀬家文書 田辺市中辺路町近露 寄託 平成14年度 426
66 中筋家文書 和歌山市禰宜 購入 平成14年度 794 12
67 渥美家文書 鈴鹿市（白子領） 寄託 平成15年度 403
68 興國寺文書 由良町門前 寄託 平成15年度 約2,000
69 西松江村文書 和歌山市松江 購入 平成15年度 144 12
70 田中家文書 海南市鳥居 寄託 平成16年度 1,693
71 中尾家文書Ⅱ 海南市下津町梅田 寄託 平成16年度 145
72 中村家文書 田辺市下川下 寄託 平成16年度 981
73 瀬戸家文書 御坊市藤田町藤井 寄託 平成16年度 3,300 8
74 萱野家文書 橋本市清水 寄託 平成16年度 約2,000
75 西山家文書 紀州藩士 購入 平成16年度 1 7
76 明治22年版和歌山県管内市町村改定全図 購入 平成17年度 1
77 賢堂村文書 橋本市賢堂 購入 平成17年度 90
78 大薮村御検地帳 かつらぎ町大薮 購入 平成17年度 1
79 妙寺村文書 かつらぎ町妙寺 購入 平成17年度 84
80 小川家文書 田辺領家臣 寄贈 平成18年度 336 7
81 橋本家文書Ⅰ 御坊市湯川町 寄託 平成18年度 約2,200
82 （紀州藩士）岡本家文書 紀州藩士 寄贈 平成18年度 1 7
83 真砂家文書 田辺市中辺路町栗栖川 寄託 平成18年度 約600
84 和歌山県議会図書室移管資料 移管 平成19年度 135
85 旧高野口町岡本家文書 橋本市高野口町名古曽 寄贈 平成19年度 約300
86 栗本源次氏旧蔵文書 寄贈 平成20年度 1
87 由良町旧蔵文書 由良町 寄贈 平成20年度 約1,000
88 志賀裕春氏旧蔵文書 和歌山市 寄託 平成20年度 28
89 内畑弘氏旧蔵資料 和歌山市 寄贈 平成20年度 15
90 美浜町教育委員会旧蔵資料 美浜町 寄贈 平成20年度 約150
91 和歌の浦景観保全訴訟関係資料 和歌山市 寄贈 平成20年度 約200
92 紀伊国海士郡加太浦文書 和歌山市加太 購入 平成20年度 60 12
93 紀州藩江戸屋敷奥向日記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 1
94 紀州藩歴代藩主叙任口宣案・宣旨・位記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 128
95 岡見家文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 17
96 紀州徳川家系譜（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 1
97 芦川家文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 53
98 紀州中屋文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 84
99 牧笛類草（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 8
100 天明五年道中記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 1
101 道中日記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 1
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
102 古田家文書 御坊市湯川町富安 寄贈 平成21年度 約750
103 永栄家文書 紀の川市西大井 寄贈 平成21年度 約50
104 県立図書館所蔵資料 複製 平成20・21年度 187
105 野上軽便鉄道資料 海南市 寄贈 平成22年度 3
106 岩﨑文彦氏旧蔵資料 広川町広 寄贈 平成22年度 約500
107 垂井家文書 和歌山市 寄贈 平成22年度 約60
108 武内家所蔵文書 和歌山市小豆島 寄託 平成22年度 155
109 紀州東照宮近代文書 和歌山市和歌浦西 複製 平成21・22年度 205
110 鍵村商店資料 海南市日方 寄贈 平成23年度 335
111 那賀郡・海部郡・名草郡内資料その他 寄贈 平成23年度 30
112 紀州東照宮所蔵南紀徳川史 和歌山市和歌浦西 複製 平成22・23年度 147
113 海南市大野中春日神社文書 海南市大野中 複製 平成23年度 2,095
114 紀州東照宮文書 和歌山市和歌浦西 寄託 平成24年度 約300
115 林繁昭氏旧蔵資料（南陽馬車鉄道関係文書） 寄贈 平成24年度 15
116 林繁昭氏旧蔵資料（和歌山県教育会満鮮支視察旅行報告関連資料） 寄贈 平成24年度 2
117 林繁昭氏旧蔵資料（田嶋漆店関係文書） 海南市 寄贈 平成24年度 28
118 和歌山市本脇中村家文書 和歌山市本脇 寄贈 平成24年度 約600
119 父川家文書 橋本市東家 寄贈 平成24年度 約85
120 榎家文書 海南市孟子 寄贈 平成24年度 約420
121 谷井家文書 和歌山市関戸 寄贈 平成24年度 約1,500
122 孟子区有文書 海南市孟子 寄託 平成25年度 約300
123 遊佐家文書 紀州藩士 寄託 平成25年度 約150
124 川端章子氏寄贈文書 和歌山市元寺町 寄贈 平成25年度 約20
125 塩崎家文書 日高町津久野 寄託→寄贈 平成25年度 約700
126 海部郡和歌村役場「蠣海苔及漁業其他必用書類留」 和歌山市和歌浦東 寄託→寄贈 平成25年度 1
127 瀧井家文書 橋本市清水 寄贈 平成25年度 約630
128 第 3 次小野田少尉救出活動参加報告書等 海南市役所 寄贈 平成26年度 7
129 山本家文書 かつらぎ町高田 寄託→寄贈 平成26年度 約150
130 山本吉左衛門家知行目録 紀州藩士 寄託 平成26年度 3
131 孟子村庄屋榎家文書 海南市孟子 寄託 平成26年度 115
132 瑞祥庵文書 那智勝浦町南平野 寄贈 平成26年度 約100
133 正法寺文書 那智勝浦町坂足 寄贈 平成26年度 約50
134 初湯川村文書 日高川町初湯川 購入 平成26年度 約50
135 紀の路御遊覧日記 貝塚御坊 購入 平成26年度 1
136 紀州和歌浦加吉船難船浦手形 和歌山市 購入 平成26年度 1
137 宇佐美系譜 紀州藩士 寄贈 平成27年度 2
138 ロバート・テキスター関係資料 寄贈 平成27年度 49
139 中松家文書 田辺領家臣 寄託 平成27年度 約15
140 小阪区文書 那智勝浦町小阪 寄託 平成27年度 約430
141 帯庄酒造・森田家文書 かつらぎ町丁ノ町 寄託 平成27年度 約1,000
142 紀州牟婁郡新宮領里数在郷神社仏閣旧跡記 購入 平成27年度 1
143 紀州藩士薗田家文書 紀州藩士 購入 平成27年度 約20
144 平野氏三船明神御遷宮私記 紀の川市桃山町元 購入 平成27年度 4
145 那賀銀行・那賀製紙工場設計図 紀の川市名手市場 購入 平成27年度 33
146 苧原家文書 日高川町松瀬 寄託 平成28年度 約100
147 北大井村御検地帳及び北大井村字限図 紀の川市北大井 寄託 平成28年度 2
148 坂口俊夫家文書 由良町網代 寄贈 平成28年度 1
149 和歌山県営繕技師増田八郎資料 寄贈 平成28年度 約65
150 堀田家文書 湯浅町湯浅 寄贈 平成28年度 約1,000
151 紀州藩士間宮家文書 紀州藩士 購入 平成28年度 17
152 山口御殿番井関喜太夫勤覚 紀州藩士 購入 平成28年度 1
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
153 御帰国御道中人馬賃銭持出し等払帳 紀州藩士 購入 平成28年度 1
154 有田郡山保田組寺原村諸願留帳 有田川町寺原 購入 平成28年度 1
155 海士郡吉原組大庄屋文書 和歌山市吉原 購入 平成28年度 1
156 日高郡薗荘浜瀬村図 美浜町浜ノ瀬 購入 平成28年度 1
157 宝暦十三年和歌山城下屋鋪絵図帳 購入 平成28年度 1
158 新宮領巡見使案内懐中覚 購入 平成28年度 1
159 名草郡宮組坂田村文化九年御用向留帳　 和歌山市坂田 購入 平成28年度 1
160 福町伍組触留 和歌山市福町 購入 平成28年度 1
161 紀州藩士姓名帳 購入 平成28年度 4
162 龍門尋常小学校・川原村高等尋常小学校増築工事設計書 紀の川市 購入 平成28年度 3
163 日高郡塩屋村役場文書 御坊市塩屋町北塩屋 購入 平成28年度 2
164 蜜柑方書付　 購入 平成28年度 1
165 小山家文書（旧龍王神社文書） 美浜町三尾 寄託 平成29年度 227 4
166 宮本守中・道夫関係資料 新宮市・古座川町 寄贈 平成29年度 約190
167 橋本家文書Ⅱ 御坊市湯川町 購入 平成29年度 30
168 粉河町天南白水座劇場建築工事図面綴 紀の川市粉河 購入 平成29年度 11
169 八塚家御通し之写 紀の川市粉河 購入 平成29年度 1
170 宮内省梨本宮附別当三雲敬一郎家文書 購入 平成29年度 約200
171 三浦家家臣宮本家文書 三浦家家臣 寄贈 平成30年度 約100
172 塩冶家文書 紀州藩士 寄託 平成30年度 約400
173 中田区文書 紀美野町中田 寄託 平成30年度 約200
174 谷井家文書Ⅱ 和歌山市関戸 寄贈 平成30年度 約350
175 牧スナ旧蔵岡崎邦輔資料 寄贈 平成30年度 約80
176 栖原角兵衛文書 寄贈 平成30年度 101
177 巽三郎旧蔵文書 寄贈 令和元年度 約270
178 中川皎資料 有田川町（旧清水町） 寄贈 令和元年度 32
179 有田川水害古地図（花園村災害調査図） かつらぎ町（旧花園村） 寄贈 令和元年度 2
180 紀州口六郡大庄屋杖突帳書姓名付 購入 令和元年度 1
181 紀州藩士古屋家文書 紀州藩士 購入 令和元年度 約40
182 稲むらの火の館所蔵渋谷家文書 広川町広 複製 令和元年度 23
183 耐久高校所蔵資料 複製 令和元年度 29
184 紀州藩在府御供勤方諸定書 購入 令和 2 年度 1
185 有田郡山保田組大庄屋堀江家文書 有田川町清水 購入 令和 2 年度 約100
186 二沢家文書 有田川町久野原 購入 令和 2 年度 7
187 紀州徳川家回向勤覚 購入 令和 2 年度 1
188 串本古座高校所蔵中根文庫 複製 令和元・2年度 199
189 宮井家文書 印南町島田 寄贈 令和 3 年度 13
190 和歌山高等女学校教諭竹之内喜八郎資料 寄贈 令和 4 年度 約140
191 竹中順吉関係資料 寄贈 令和 4 年度 約40
192 旧花園村新子小字金剛寺文書 かつらぎ町花園新子 寄贈 令和 4 年度 約250
193 郡居雑記 寄贈 令和 4 年度 1
194 小山豊旧蔵資料（御坊市教育委員会所蔵） 複製 令和3・4年度 50
195 和田康之鉄道写真資料 和歌山市 寄贈 令和 6 年度 50
196 小出家文書 田辺領家臣 寄贈 令和 6 年度 42
197 八塚良三写真資料 紀の川市粉河 寄贈 令和 7 年度 約100
198 鈴木家文書 海南市下津町丸田 寄贈 令和 7 年度 1,224
199 山田常吉家写真 和歌山市紀三井寺 寄贈 令和 7 年度 約100
200 御先備御人数控 岩出市岡田 寄贈 令和 7 年度 1
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　（ 2 ）公文書の収集・保存・整理・利用
　　当館が取り扱う公文書は、以下のとおりである。

　　ア　公文書の冊数
　　　　令和 7 年度末現在、当館で管理している公文書の冊数は、下記のとおりである。

　　イ　引継文書の収集・保存

種別 引継ぎ・収集・受入対象
引継文書 知事部局本庁で作成された永久保存文書のうち、完結後20年を経過したもの

収集文書 保存期間を経過し、廃棄の決定を受けた知事部局の公文書のうち、文書館長が歴史
的価値があると認めるもの

受入文書 議会、監査委員、各種行政委員会、県出資法人等が廃棄した公文書等のうち、文書
館長が歴史的価値があると認めるもの

　　　　　種別
冊数　　　　　 引継文書 収集文書 受入文書 計

H 5 ～R 6 22,959 14,161 855 37,975
収集 184 1,188 5 1,377
廃棄 -920 0 0 -920
返還 0 0 0 0
計 22,223 15,349 860 38,432

　　　　　部局
冊数　　　　　 知事直轄 総務部 危機

管理部 企画部 地域
振興部

環境
生活部

H 5 ～R 6 61 3,927 45 202 75 697
収集 0 0 0 0 0 0
廃棄 0 -2 0 0 0 -3
返還 0 0 0 0 0 0
計 61 3,925 45 202 75 694

　　　　　部局
冊数　　　　　

共生社会
推進部

福祉
保健部

商工
労働部

農林
水産部

県土
整備部 会計局 計

H 5 ～R 6 73 4,902 121 3,952 8,904 0 22,959
収集 0 38 0 29 117 0 184
廃棄 0 -23 0 -4 -888 0 -920
返還 0 0 0 0 0 0 0
計 73 4,917 121 3,977 8,133 0 22,223

＊主務課による見直しにより廃棄となった引継文書が920冊あった。このうち、当館で歴史的価値があ
ると認めた文書23冊を収集文書として引き継いだ。
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　　ウ　収集文書の収集・保存

　　エ　受入文書の収集・保存
　　　　令和 7 年度は、県議会事務局から 5 冊の文書を受け入れた。

　　オ　公文書の整理
　　引き継がれた公文書については、順次件名目次の作成をしている。これまでに作成済み

の冊数は、以下のとおりである。

　　カ　公文書の利用
　　事案完結から30年が経過した公文書については、文書台帳を公開している。これら公

文書のうち利用制限のないものを利用に供している。ただし、引継文書の場合、主務課長
により「利用不可」とされたものについては、主務課での公文書開示対応となる。

　　また、収集文書及び受入文書で主務課から「利用不可」とされたもの及び当館で「利用
不可」と判断したものは利用に供していない。

　　　　　部局
冊数　　　　　 知事直轄 総務部 危機

管理部 企画部 地域
振興部

環境
生活部

H 5 ～R 6 581 1,868 240 742 959 725
収集 18 73 16 353 30 15
計 599 1,941 256 1,095 989 740

　　　　　部局
冊数　　　　　

共生社会
推進部

福祉
保健部

商工
労働部

農林
水産部

県土
整備部 会計局

H 5 ～R 6 562 866 694 2,239 1,782 69
収集 35 26 34 152 75 3
計 597 892 728 2,391 1,857 72

　　　　　種別
冊数　　　　　 計

H 5 ～R 6 855
収集 5
計 860

　　　　　種別
冊数　　　　　 引継文書 収集文書 受入文書 計

H 5 ～R 6 22,959 14,161 855 37,975
件名目次
作成済

13,200 9,032 16 22,248
57.5% 63.8% 1.9% 58.6%

　　　　　種別
冊数　　　　　 引継文書 収集文書 受入文書 計

H 5 ～R 6 22,959 14,161 855 37,975
文書台帳

公開
19,946 177 381 20,504
86.9% 1.2% 44.6% 54.0%

　　　　　部局
冊数　　　　　

海草
振興局

那賀
振興局

伊都
振興局

有田
振興局

日高
振興局

西牟婁
振興局

東牟婁
振興局

地方
機関 計

H 5 ～R 6 240 193 121 374 296 277 122 1,211 14,161
収集 21 4 7 6 50 94 21 155 1,188
計 261 197 128 380 346 371 143 1,366 15,349
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　（ 3 ）行政刊行物等の収集・保存・整理・利用
　　当館が収集対象としている行政刊行物等は、以下のとおりである。

①平成12年和歌山県訓令第23号に基づき当館への送付が義務付けられている県の知事部局
発行の行政刊行物等　　　

②県議会、県の各種行政委員会、県警察本部、県出資法人、県内市町村等の刊行物等
③国の各機関、県外の地方公共団体等の刊行物等のうち和歌山県に関係するもの

　　ア　行政刊行物等の年度別受入冊数

　　イ　行政刊行物等の所蔵冊数
　　収蔵庫の狭隘化対策として、和歌山県立文書館文書等取扱基本要領に則り、文書館が取

り扱う文書等の対象外の冊子等を令和 6 ・ 7 年度に廃棄した。令和 8 年 3 月末現在の行
政刊行物所蔵冊数は下記のとおりである。

　（ 4 ）文書等の保存対策
　　ア　防虫・防カビ対策

　　令和 6 年までは専門業者への業務委託により、殺虫・防虫のためピレスロイド系殺虫
剤D-D-Tシフェノトリン（商品名ブンガノン）を噴霧していたが、当該薬剤の生産終了
に伴い、令和 7 年度は噴霧を実施していない。

　　特別整理期間（令和 7 年12月 2 日～12日）中に収蔵庫の清掃を行うとともに、各文書
等を目視点検し、新たな虫損、カビの繁殖がないことを確認した。また、古文書保存容器
内の一般家庭用ピレスロイド系防虫剤の入れ替えを行った。

　　菌害対策として、文書等又は施設への殺菌剤投与は行わず、収蔵庫内の相対湿度を60

年度
和歌山県の刊行物等 その他の刊行物等

計
寄贈・訓令＊1 整理＊2 計 寄贈 購入 整理＊2 計

H 5 ～R 2 11,577 241 11,818 34,351 1,412 1,008 36,771 48,589
令和 3 230 122 352 479 32 52 563 915
令和 4 303 116 419 489 18 87 594 1,013
令和 5 233 128 361 395 18 66 479 840
令和 6 131 34 165 364 17 65 446 611
令和 7 159 205 364 291 18 324 633 997
受入計 12,633 846 13,479 36,369 1,515 1,602 39,486 52,965

＊ 1 訓令…平成12年和歌山県訓令第23号に基づき収集する県の知事部局が作成する行政刊行物等
＊ 2 整理…インターネット上で公開された和歌山県の行政情報等を印字したもの及び公文書等を整理し

て行政刊行物として受け入れたもの

年度
和歌山県の刊行物等 その他の刊行物等

計
寄贈・訓令 整理 合計 寄贈 購入 整理 合計

受入計 12,633 846 13,479 36,369 1,515 1,602 39,486 52,965
令和 6 廃棄 0 0 0 -7,450 -24 -659 -8,133 -8,133
令和 7 廃棄 0 0 0 -551 -26 -34 -611 -611

所蔵計 12,633 846 13,479 28,368 1,465 909 30,742 44,221
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％未満に維持するよう努めることで、文書等のカビの発生を抑制している。令和 7 年度、
両収蔵庫内は、相対湿度50％～57％、気温16℃～28℃で推移した。

イ　紫外線対策
　　収蔵庫を含め当館照明はすべてLED化している。

　（ 5 ）和歌山県歴史資料アーカイブ
　　当館では、和歌山県歴史資料アーカイブで公開することを目的として、令和 2 年度から文

書等のデジタル撮影を業務委託により実施している。
　　令和 7 年度は、マイクロフィルム撮影を優先したため、デジタル撮影を行わなかった。
　　当館で所蔵する「県立図書館移管資料」のなかから「坂本屋喜一郎家文書」について、マイ

クロフィルム撮影による複製物を電子化（PDFへ変換）し、公開した。また、日本遺産「絶
景の宝庫　和歌の浦」の構成要素である「観海閣」の復元的完成を記念して、明治時代に観海
閣を修繕した記録がある「蠣海苔及漁業其他必要書類留」を公開した。

　　なお、和歌山県歴史資料アーカイブは、国立国会図書館が運営するジャパンサーチに参加し、
資料画像の利用条件を原則当館所蔵であることを明記すること（著作物についてはCC-BY）
として一般の利用を認めている。また、当館で所蔵する資料の一部について、「古文書資料群
データベース」、「古文書データベース」、「公文書データベース」及び「行政刊行物等データベ
ース」と新たに連携した。

　　ア　デジタル化点数

　　イ　公開資料
公開日 文書群（資料）名 区分 内容 点数 画像数

6 月 4 日

「唐の繁栄―耐久高校に
伝わる『貞観政要』―」ほ
か全 4 点、ワークシート
4 点

授業で使え
る和歌山の
資料

当館所蔵資料のうち、学校の
授業の教材として活用可能な
和歌山に関する地域資料の解
説及び学習用ワークシート

4 18

6 月20日 県報、県民の友 行政刊行物
等

大正 5 ・ 6 年発行の県報、
昭和36・37年の県民の友 269 3,577

7 月25日 「戦時下の社会―出征を
祝う人々―」

授業で使え
る和歌山の
資料

当館所蔵資料から出征に関
する資料を用いて作成した
資料解説シート

1 3

種別 デジタル撮影 マイクロフィルムの電子化
所蔵別 館蔵 他機関 館蔵
年度 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数

H30～R 2 0 0 18 1,836 796 6,993
令和 3 0 0 26 2,918 58 2,650
令和 4 114 1,994 6 710 5 263
令和 5 22 2,204 0 0 0 0

R 5 文化庁事業 239 2,500 0 0 − −
令和 6 28 2,588 0 0 89 1,073
令和 7 0 0 0 0 33 53

計 403 9,286 50 5,464 981 11,032
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　　ウ　公開点数

公開日 文書群（資料）名 区分 内容 点数 画像数

9 月12日 「トルコ慰霊祭関係」 公文書

明 治23年 9 月16日 に 沈 没
したトルコ軍艦エルトゥー
ルル号の遭難後に行われた
昭和34～49年にかけての
慰霊式典に関する公文書

1 259

9 月12日
「エルトゥールル号の遭
難―悲劇の記憶から友好
の象徴へ―」

授業で使え
る和歌山の
資料

公文書「トルコ慰霊祭関係」
についての資料解説シート − −

12月13日 『坂本屋喜一郎家文書』 古文書
幕末の城下町和歌山で本屋
を営んでいた坂本屋喜一郎
家の古文書

33 53

12月13日 「江戸時代の出版統制 
―和歌山の書店坂本屋―」

授業で使え
る和歌山の
資料

古文書『坂本屋喜一郎家文
書』をもとに作成した資料解
説シート及びワークシート

− −

3 月18日
「明治時代の交通 ―手
紙でたどる明治時代の移
民１―」ほか全 4 点

授業で使え
る和歌山の
資料

当館所蔵資料のうち、移民
関係資料 3 点ほかをもとに
作成した資料解説シート

− −

3 月28日 『蠣海苔及漁業其他必要
書類留』 古文書

明治 5 年（1872）から明治29
年（1896）にかけて和歌村
役場で作成された元公文書

1 406

計 309 4,316

種別 古文書 公文書 行政刊行物等
年度 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数

H30～R 2 611 17,012 − − 768 5,977
令和 3 58 2,650 − − 288 2,130
令和 4 5 263 − − 271 3,261
令和 5 0 0 − − 324 4,651

R 5 文化庁事業
移民資料 239 1,102 − − − −

令和 6 89 1,073 2 183 251 3,254
令和 7 34 459 1 259 269 3,577

計 1,036 22,559 3 442 2,171 22,850

種別 写真・絵図 授業で使える和歌山の資料 計
年度 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数

H30～R 2 59 539 − − 1,438 23,528
令和 3 0 0 − − 346 4,780
令和 4 0 0 − − 276 3,524
令和 5 50 1,111 7 38 381 5,800

R 5 文化庁事業
移民資料 − − − − 239 1,102

令和 6 0 0 5 9 347 4,519
令和 7 0 0 5 21 309 4,316

計 109 1,650 17 68 3,336 47,569
＊「授業で使える和歌山の資料」のうち、公開済みの資料については点数・画像数に追加していない。

＊「授業で使える和歌山の資料」のうち、他で公開済みの資料については点数・画像数に追加していない。
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　（ 6 ）教育に関連する取組
　　ア　授業に関する支援

　　令和 5 年度、和歌山県歴史資料アーカイブ内に「授業で使える和歌山の資料」と題し
たウェブページを開設した。本ページでは、当館の所蔵資料を中心に、学校の授業の教材
として活用可能な和歌山に関する地域資料のデジタル画像を公開することで、身近な地域
に伝わる歴史資料から、教科書の学習事項の一端を学ぶことができる内容としている。

　　小学校・中学校における社会科、高等学校における地理歴史科・公民科、総合的な学習
（探究）の時間等の授業、ふるさと学習のほか、一般の方の学習用としても幅広く活用が
可能である。

　　具体的には、資料内容の説明、授業での活用のポイント等を示した解説シート及び資料
に即した内容のワークシートを作成・公開し、教員等への利用に供している。

　解説シート
公開日 タイトル 使用した資料の概要

6 月 4 日

唐の繁栄―耐久高校に伝わる『貞観政
要』―

「耐久梧陵文庫」（耐久高校所蔵）に含まれる
唐の太宗と重臣の議論を記録した書籍

将軍継嗣問題―和歌山に伝わる古文書
からみる資料の特質―

1858（安政 5 ）年に徳川慶福（のちの家茂）
が将軍の跡継ぎに決まったこと、それに伴う一
橋派の処分等を知らせる風聞を記した文書

桜田門外の変―幕末の転換点を紀州に
伝える資料―

1860（万延元）年の桜田門外の変を知らせる
風聞を記した文書

明治時代初期の家族のかたち―近代化
と向き合う人々―

和歌山市園部に伝わった明治時代初期の離婚に
関する文書

7 月25日 戦時下の社会―出征を祝う人々― 1937（昭和12）年に始まった日中戦争へと出
征する兵士を見送る際に使われた資料

9 月12日 エルトゥールル号の遭難―悲劇の記憶
から友好の象徴へ―

1890（明治23）年、和歌山県樫野埼沖で発生
したエルトゥールル号の遭難事件の追悼式に関
する和歌山県の公文書

12月13日 江戸時代の出版統制―和歌山の書店坂
本屋―

1844（天保15）年に和歌山で書店を営む坂本
屋喜一郎が町奉行所に提出した出版願の控え

3 月18日

明治時代の交通―手紙でたどる明治時
代の移民 1 ―

明治時代に紀三井寺村（現和歌山市）からアメ
リカ合衆国へと移住する岩﨑甚四郎が大阪府に
提出した海外旅券の申請書類と移動途中の横浜
から和歌山に暮らす義兄へと送った手紙

エンジェル島と移民―手紙でたどる明
治時代の移民 2 ―

岩﨑甚四郎がサンフランシスコ到着前にエンジ
ェル島に 2 週間隔離されたことを記した手紙

日本人移民の労働環境―手紙でたどる
明治時代の移民 3 ―

岩﨑甚四郎がアメリカでの労働環境等を記し、
紀三井寺村に暮らす家族に送った手紙と甚四郎
が家族に送金したことを知らせる横浜正金銀行
発行の通知書

戦時下の言論統制―ミッドウェー海戦
の結果を隠した新聞―

1942（昭和17）年に起きたミッドウェー海戦
について、事実とは異なる戦況を報じる新聞記
事
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　ワークシート

　　イ　職場体験学習・インターンシップ等

　
　　ウ　教職員への研修等

　（ 7 ）民間所在資料保存状況調査
　　当館は、令和 7 年度、紀美野町域を対象として民間所在資料保存状況調査を行った。調査

は照会状の送付後、電話又は訪問の方法により確認・調査した（詳細は本誌Ⅱ研究報告「令和
7 年度の民間所在資料保存状況調査について―紀美野町―」参照）。

月　日 団体・研修会等の名称 場　所 担当
4 月23日 和歌山市中学校社会科教育研究会総会 河北中学校 寺前
5 月16日 和歌山県中学校社会科教育研究会理事会・総会 県立博物館 寺前

7 月20日 和歌山県中学校社会科教育研究会第10回研究交流会 和歌山大学教育学部
附属中学校 寺前

8 月 7 日 中堅教諭等資質向上研修・選択研修 県立図書館 寺前
8 月21日 和歌山市中学校社会科教育研究会夏季研修会 当館　講義・研修室 寺前
2 月21日 和歌山移民史教育の実践を目指した指導者研修報告会 オンライン 寺前
2 月28日 和歌山移民史教育の実践を目指した指導者研修報告会 信愛大学 寺前

月　日 対　象 出席者数 概　要

8 月27日 大学生 1 施設見学、公文書の収集・保存・整理・活用について説
明

10月28～
　　30日

和歌山市立
紀伊中学校 2 年生 3 施設見学、文書館業務説明、資料を用いた講義、ケース

展示の作成・展示作業
11月11～
　　14日

県立
桐蔭中学校 3 年生 3 施設見学、文書館業務説明、資料調査及び発表、パネル

展示の作成・展示作業

公開日 タイトル 解説シートのタイトル

6 月 4 日

和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！ 「近代化への問い」に関する解説シート

清代の中国と江戸時代の日本の社会の
違いは何だろう？

清の繁栄―『万寿盛典初集』からみる多民族国
家の姿―

時代による人々の高野山に対するとら
え方の違いは何だろう？

高野山と大衆文化 ―観光と宗教のはざまでゆ
れる「聖地」―

「経済成長」とはどのようにあるべき
なのだろう？ 和歌山の公害対策―高度経済成長の光と影―

12月13日 なぜ紀州藩や幕府は出版統制をおこな
っていたのだろう？ 江戸時代の出版統制―和歌山の書店坂本屋―

調査年月日 訪問調査先 調査年月日 訪問調査先
4 月24日 紀美野町役場美里支所 2 月14日 紀美野町梅本・松瀬
5 月16日 紀美野町長谷 2 月25日 紀美野町小西
6 月21日 紀美野町滝ノ川 3 月10日 紀美野町毛原宮
9 月19日 貴志川町長山 3 月19日 紀美野町福田
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　（ 8 ）その他調査等　
　　ア　海南市民間所在資料（海南市下津町塩津）
　　　・調査日　令和 7 年 5 月13日
　　　・概　要　令和 6 年度に実施した民間所在資料保存状況調査の未調査分について調査した。
　　イ　海南市民間所在資料（海南市下津町塩津）
　　　・調査日　令和 7 年 5 月21日　　　＊13日調査とは別件
　　　・概　要　令和 6 年度に実施した民間所在資料保存状況調査の未調査分について調査した。
　　ウ　海南市鈴木家文書（海南市下津町丸田）
　　　・調査日　令和 7 年 5 月21日
　　　・概　要　令和 6 年度に実施した民間所在資料保存状況調査の対象であった鈴木家文書

受入れのための事前調査を行った。
　　エ　岩出市民間所在資料（岩出市曽屋）
　　　・調査日　令和 7 年 5 月27日
　　　・概　要　近年所有者の代替わりがあった古文書を含む文化財について現状を確認し、所

有者と岩出市教育委員会、県教育委員会、県立博物館及び当館とで今後の保
存・活用について協議した。

　　オ　榎家文書（海南市孟子）
　　　・調査日　令和 7 年 6 月18日
　　　・概　要　平成24・26・28年度に当館へ寄贈された榎家文書に関し、「授業で使える和

歌山の資料」解説シート作成及びケース展示のための聞き取り調査を行った。
県教育委員会も同行し、建造物の調査を行った。

　　カ　寒川家資料（田辺市龍神村宮代）
　　　・調査日　令和 7 年 7 月10日
　　　・概　要　令和 5 年度に民間所在資料保存状況調査を行った資料について、田辺市教育

委員会への寄贈にあたり、現状確認及び所蔵者と田辺市との協議に立ち会った。
　　キ　北村家資料（湯浅町湯浅）
　　　・調査日　令和 7 年 7 月16日
　　　・概　要　湯浅町、県教育委員会、県立博物館、県立近代美術館及び県立紀伊風土記の丘

と協力して土蔵の解体工事前に金山寺味噌製造業者の資料を町有の仮保管場所
へ搬出し、概要調査を行った。

　　ク　山田常吉家文書（和歌山市紀三井寺）
　　　・調査日　令和 7 年 8 月 1 日
　　　・概　要　明治期に移民として渡米した山田常吉家の解体工事に伴う調査を県立近代美術

館とともに行い、写真資料の寄贈を受けた。
　　ケ　有田市民間所在資料（有田市山田原）
　　　・調査日　令和 7 年12月19日
　　　・概　要　有田市教育委員会とともに土蔵の解体工事前に調査を実施し、資料の保存につ

いて助言した。
　　コ　海南市民間所在資料（海南市幡川）
　　　・調査日　令和 8 年 1 月29日
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　　　・概　要　令和 6 年度に実施した民間所在資料保存状況調査の未調査分について調査した。
　　サ　新宮市民間所在資料（新宮市熊野川町上長井）
　　　・調査日　令和 8 年 2 月 9 ～10日
　　　・概　要　和歌山大学紀州経済史文化史研究所とともに、同大学と産学連携プロジェクト

を行う企業が旧家から引き継いだ古文書を調査した。
　　シ　増田長盛書状（和歌山市西高松）
　　　・調査日　令和 8 年 2 月23日
　　　・概　要　和歌山市内の住宅で保管されていた古文書の保存について相談があったことか

ら即日調査して一時預かりしたところ、県立博物館所蔵『金池村田村家文書』
と同出所であったため、同館への寄贈を助言した。

　　ス　岡本家文書（紀美野町福田）
　　　・調査日　令和 8 年 3 月19日
　　　・概　要　当館寄託『岡本家文書』について、書画類等の関連調査を行った。

　（ 9 ）普及啓発・利用促進
　　ア　歴史講座

　　当館では、平成 6 年度から県民の郷土の歴史や文化に対する理解と認識を深めること
を目的に歴史講座を開催している。

　　イ　『和歌山県立文書館　年報・研究報告』第 2 号（1,000部）
　　　　毎年の業務実績と研究成果を併せて報告することとして、令和 5 年度に創刊したもの。

回 日　　時 テーマ 講師 参加者

1 11月22日
13：30～15：30 旧武田家家臣小出家の由緒と歴史 西山史朗 32名

2 11月29日
13：30～15：30

幻の「前史」を含む野上鉄道史
―令和 6 年度寄贈古文書から― 藤隆宏 47名

＊いずれも会場は、きのくに志学館 2 階講義・研修室

種別 タイトル 執筆者
年報 令和 6 年度業務報告 －

研究報告

公文書館等が提供する授業用教材の効果的な活用に向けて―「授業で使え
る和歌山の資料」を中心に― 寺前駿

令和６年度の民間所在資料保存状況調査について―海南市― 藤隆宏
和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議（和博連）設立後10年の歩み 藤隆宏
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　　ウ　パネル展示
　　トルコ軍艦エルトゥールル号遭難135周年を迎えることから、当館で所蔵する公文書の

展示を行った。第68回展示は、職場体験学習において県立桐蔭中学校生徒が作成したも
のである。

　　エ　ケース展示
　　ケース展示で原本の展示を行った。なお、「紀州和歌山の本屋さん！　坂本屋喜一郎家

文書」の展示は、職場体験学習において和歌山市立紀伊中学校生徒が作成したものである。

　　オ　文書館だより（各3,000部）

　　カ　外部講師（教育連携を除く）
　　　・和歌山大学連携展開科目「博物館概論」ゲストスピーカー（ 1 コマ）
　　　　　月　日　 6 月17日
　　　　　演　題　「和歌山県立文書館の仕事」

回 展示期間 テーマ

67 5 月 9 日～11月30日 公文書、歴史資料となる
―「和歌山県章募集一件」と「トルコ慰霊祭関係」の紹介―

68 12月13日～ 5 月13日 紀州和歌山の本屋さん！　坂本屋喜一郎家文書

号 発行月 内　　容　＊カッコ内は執筆者

68 9 月 ・パネル・ケース展示「公文書、歴史資料となる―『和歌山県章募集一件』・『ト
ルコ慰霊祭関係』の紹介―」（砂川佳子・寺前駿）

・令和 6 年度新収古文書の紹介
・120年ぶりの再発見!!紀州藩付家老安藤家家臣の小出家に伝わった古文書（西

山史朗）
・令和 6 年度公文書の引継ぎ・収集

69 3 月 ・文書館資料から見る野上鉄道史（ 1 ）　幻の前史―新発見文書から見える「海
草閥」の胎動―（藤隆宏）

・藩主に従って東奔西走する御供番―紀州藩士落合粂輔の幕末の記録から―（西
山史朗）

・文書館の職場体験学習での取組（寺前駿）
・令和 7 年度歴史講座
・『和歌山県立文書館年報・研究報告』第 2 号の刊行

展示期間 テーマ 展示資料の出典

5 月 9 日～ 7 月24日 公文書、歴史資料となる「和歌山県章募集一件」の紹
介 公文書

7 月25日～ 9 月10日 授業で使える和歌山の資料戦時下の社会―出征を祝う
人々― 榎家文書

9 月12日～11月30日 公文書、歴史資料となる「トルコ慰霊祭関係」の紹介 公文書
12月13日～ 3 月11日 紀州和歌山の本屋さん！　坂本屋喜一郎家文書 県立図書館移管資料

3 月13日～ 5 月13日 「昭和100年」連続ケース展示①
ロバート・テキスター関係資料

ロバート・テキスター
関係資料
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　　　　　講　師　藤隆宏
　　　　　出席者　38名
　　　・橋本ロータリークラブ例会卓話
　　　　　月　日　10月30日
　　　　　演　題　「歴史資料の保存と活用　～和歌山県立文書館（もんじょかん）のお仕事～」
　　　　　講　師　龍野直樹
　　　　　出席者　約40名
　　　・和歌山大学教育学部「日本史概説」ゲストスピーカー（ 1 コマ）
　　　　　月　日　11月 4 日
　　　　　演　題　「和歌山の資料から歴史授業をつくる」
　　　　　講　師　寺前駿
　　　　　出席者　25名
　　　・和歌山大学連携展開科目「博物館資料論」ゲストスピーカー（ 2 コマ）
　　　　　月　日　11月20・27日
　　　　　演　題　「和歌山県立文書館における歴史資料の収集と業務について（①古文書）」
　　　　　　　　　「和歌山県立文書館における歴史資料の収集と業務について（②公文書）」
　　　　　講　師　砂川佳子
　　　　　出席者　66名
　　　・県立博物館・友の会　共催イベント／現地見学会
　　　　　月　日　 2 月28日
　　　　　演　題　「和歌山城周辺の茶室巡り」
　　　　　講　師　前田正明（県立博物館）、杉山純平（わかやま歴史館）、砂川佳子
　　　　　出席者　20名
　　　・鶴城の森～鶴ヶ城址を知ろう会〜「地域文化継承フォーラム―杉谷家会場―」
　　　　　月　日　 3 月 8 日
　　　　　演　題　「杉谷欽十郎・静一郎らに関係した幕末～大正期の重要人物」
　　　　　講　師　藤隆宏
　　　　　出席者　 7 名

　　キ　当館刊行物以外の執筆
　　　・産経新聞和歌山版「先人からのメッセージ　防災減災わかやま」
　　　　 6 月29日「『旧請川村役場文書』の昭和28年水害関係資料（田辺市教育委員会所蔵）」
　　　　（西山史朗）
　　　・全史料協近畿部会会報「Network-D」No.94
　　　　 3 月 4 日「全史料協近畿部会第175回例会参加記」（寺前駿）
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　（10）その他の業務
　　ア　和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議

　　平成27年 2 月に、県内の博物館、美術館、市町村教育委員会等が共同で大規模災害に
備える連絡組織「和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議」（以下「和博連」という。）が
発足した。和博連は、平時は文化財災害対策の情報を交換・共有し、災害時には館蔵品被
害対策の相互協力や被災資料の救出、県外からの資料救援ボランティアの受入体制整備等
を行うものである。

　　当館は、発足当初から幹事館を務めている。令和 7 年度は、特に活動を行っていない。

　　イ　研修・会議への参加（文書等の保存活用に直接関係するもの）
　　　・国立公文書館「令和 7 年度全国公文書館長会議」
　　　　　月　日　 6 月12日～13日
　　　　　会　場　ベルサール九段・国立公文書館（東京都千代田区）
　　　・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会近畿部会第175回例会「地方公文書館における学

校連携事業の現在―福井県と滋賀県の事例を中心に―」
　　　　　月　日　 6 月14日
　　　　　会　場　滋賀県庁北新館
　　　・独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター「令和 6 年能登半島地震被災建造物

復旧支援事業・被災文化財等救援事業活動報告」
　　　　　月　日　 6 月30日～ 7 月 1 日
　　　　　会　場　オンライン受講
　　　・和歌山移民研究を軸とした国際交流事業実行委員会「和歌山移民史教育の実践を目指し

た指導者研修」
　　　　　月　日　 7 月29日～ 8 月 6 日
　　　　　会　場　アメリカ合衆国カリフォルニア州等
　　　・内閣府第 6 回公文書管理フォーラム「地方公共団体における公文書管理の近年の取組

について」
　　　　　月　日　 8 月 8 日
　　　　　会　場　オンライン受講
　　　・国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅲ（前期）」
　　　　　月　日　 9 月 8 日～12日
　　　　　会　場　国立公文書館
　　　・和歌山移民研究を軸とした国際交流事業実行委員会「和歌山移民史教育の実践を目指し

た指導者研修」
　　　　　月　日　10月24日～25日
　　　　　会　場　ＪＩＣＡ横浜海外移住資料館等
　　　・和歌山県・広川町「「世界津波の日」制定10周年記念シンポジウム」
　　　　　月　日　11月21日
　　　　　会　場　和歌山県民文化会館
　　　・富士フイルム「行政文書電子化webセミナー」
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　　　　　月　日　12月 5 日
　　　　　会　場　オンライン受講
　　　・国立公文書館国際オンラインセミナー「アーカイブズ資料の保存と災害対策」
　　　　　月　日　 1 月23日
　　　　　会　場　オンライン受講
　　　・国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅱ」
　　　　　月　日　 2 月 5 日～ 6 日
　　　　　会　場　オンライン受講
　　　・アジア歴史資料センター「高校現場から学ぶ！アジ歴資料の活用方法―事例と可能性」
　　　　　月　日　 2 月27日
　　　　　会　場　オンライン受講

　　ウ　見学・視察対応
　　　・日高町高家老人クラブ
　　　　　日　時　 4 月 3 日
　　　　　見学者　約20名
　　　　　内　容　当館所蔵資料のうち、日高町に関する資料について紹介した。
　　　・県文化学術課インターンシップ
　　　　　日　時　 8 月27日
　　　　　見学者　 2 名
　　　　　内　容　大学生の県庁インターンシップの一環として文書館の施設や役割について紹

介した。
　　　・和歌山移民研究を軸とした国際交流事業実行委員会関連調査
　　　　　日　時　10月 9 日
　　　　　見学者　 4 名
　　　　　内　容　当館所蔵『堂本家文書』を紹介し、アメリカに暮らす堂本家の子孫たちのも

とに残る資料とあわせて調査することで双方の地域資料の理解を深め、共有
を図った。

　　　・紀美野町文化財保護審議会
　　　　　日　時　 2 月20日
　　　　　見学者　 9 名
　　　　　内　容　当館で実施していた紀美野町を対象とする民間所在資料保存状況調査に関す

る経過報告及び収蔵庫を案内し、当館業務の紹介と資料保存の重要性につい
て説明した。
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　　エ　メディア掲載・放送記録

　（11）文書館の利用状況
　　ア　月別利用状況　　（特別整理期間　令和 7 年12月 2 日～12月12日）

月
利
用
者
数

収蔵庫資料閲覧申請冊数及び件数 公文書の
行政利用

複
写
申
請
枚
数

開
館
日
数

デジタル
アーカイブ
アクセス数古文書 公文書 行政資料・

歴史図書等
冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 アクセス数 ユーザー数

4 137 4 1 1 1 0 0 9 2 155 25 1,363 318
5 143 1 1 1 1 48 2 15 3 101 26 1,374 375
6 128 221 13 0 0 122 5 60 5 2,627 24 1,598 422
7 152 21 7 0 0 9 4 24 2 3,750 26 1,720 401
8 180 57 6 2 2 1 1 38 5 433 26 1,370 370
9 141 211 7 6 2 1 1 148 5 1,968 24 1,799 607
10 165 10 4 0 0 44 3 80 5 2,129 26 2,422 651
11 232 40 8 12 2 0 0 34 3 4,740 25 1,250 321
12 63 12 7 0 0 0 0 9 2 183 14 1,389 381
1 106 35 9 7 2 1 1 15 4 932 23 1,686 409
2 114 24 8 2 1 28 2 52 4 362 23 1,208 278
3 129 182 10 9 1 12 3 22 5 2,401 25 1,739 421

合計 1,690 818 81 40 12 266 22 506 45 19,781 287 18,918 4,954

月　　日 メディア名 見出し等

5 月11日 和歌山特報 公文書、歴史資料となる『和歌山県章募集一件』『トルコ慰霊祭関
係』

6 月 4 日 読売新聞 県章制定過程　公文書で「トルコ慰霊祭」資料も紹介
8 月 1 日 和歌山特報 授業で使える歴史資料　県立文書館で展示、出征幟も

8 月 9 日 わかやま新報 県立文書館で展示　戦時下の社会―出征を祝う人々―『榎家文書』
から

11月29日 産経新聞 昭和から100年を振り返る　奈良と和歌山が歩んだ過去と未来（写
真提供）

12月24日 わかやま新報
中学生の学び展示も　江戸の書店文書を公開　文書館　県歴
史資料アーカイブ
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　　イ　年度別利用状況

　　ウ　レファレンス記録件数

　　エ　文書等の館外貸出し

年度
利
用
者
数

収蔵庫資料閲覧申請冊数及び件数 公文書の
行政利用

複
写
申
請
枚
数

開
館
日
数

デジタル
アーカイブ
アクセス数古文書 公文書 行政資料・

歴史図書等
冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 アクセス数 ユーザー数

Ｈ5～Ｒ2 90,840 8,635 1,827 751 197 2,734 656 10,877 1,643 254,343 7,758 19,212 6,248
令和3 1,212 221 50 1 1 87 21 456 52 6,921 287 9,302 3,034
令和4 1,234 294 58 50 8 91 14 287 44 9,601 288 8,539 2,845
令和5 1,472 652 86 14 3 95 14 1,044 63 10,866 288 20,451 5,113
令和6 1,433 598 80 44 8 428 29 365 33 22,923 285 17,243 4,588
令和7 1,690 818 81 40 12 266 22 506 45 19,781 287 18,918 4,954
合計 97,881 11,218 2,182 900 229 3,701 756 13,535 1,880 324,435 9,193 93,665 26,782
＊ウェブサイトアクセス数の解析ツールとして、Google Analytics 4を採用している。

貸出文書等 貸出先 展覧会等名・会期
守先文庫 6 点
山裾織布場文書 3 点 和歌山県立博物館 常設展「きのくにの歩み―人々の生活と文化―」

通年
第60回展示パネル 8 点
第61回展示パネル 6 点
第62回展示パネル 9 点
第63回展示パネル10点

日高振興局
外交史料展「外交史料と近代日本のあゆみ」
【前期】令和 7 年 4 月11日～ 4 月30日
【後期】令和 7 年 5 月 9 日～ 5 月28日

宮本守中･道夫関係資料
3 点

和歌山県立
近代美術館

「和歌山をめぐるローカリズムとモダニズム」
令和 7 年 7 月12日～ 9 月15日

公文書 2 点 和歌山県立
紀伊風土記の丘

秋期特別展「遥かなる古墳時代の海へ 紀伊半島と
海をめぐる交流」
令和 7 年10月 4 日～12月 7 日

紀州家中系譜並に親類書書
上げ 1 点
県立図書館移管資料 1 点

わかやま歴史館
冬の企画展示「田中善蔵―追廻門外に散った紀州
藩の改革者―」
令和 8 年 2 月 3 日～ 3 月16日

年度
相談内容（記録件数）

計
古文書 公文書 行政刊行物等 その他

Ｈ 5 ～Ｒ 2 293 32 29 408 762
令和 3 12 6 7 14 39
令和 4 20 8 4 20 52
令和 5 38 6 13 26 83
令和 6 32 12 20 23 87
令和 7 32 10 13 29 84
合計 427 74 86 520 1,107

＊上記の件数は当館職員がレファレンス記録票を作成したものに限るため、すべての相談件数を集計し
たものではない。また、1 件の相談で複数の分野にまたがる場合もあるため、必ずしも「相談内容（記
録件数）」と内訳の合計は一致しない。
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3 　関係例規
　
　（ 1）和歌山県立文書館設置及び管理条例

平成 5 年 3 月30日和歌山県条例第 1 号

　（設置）
第 1 条　歴史資料として重要な文書その他の資料（以下「文書等」という。）の収集及び保存を

行うとともに、これらの活用を図り、もって県民の学術及び文化の発展に寄与するため、和歌
山県立文書館（以下「文書館」という。）を設置する。

（位置）
第 2 条　文書館は、和歌山市に置く。
（業務）
第 3 条　文書館は、次に掲げる業務を行う。
　（1）文書等の収集及び保存に関すること。
　（2）文書等の利用に関すること。
　（3）文書等の調査研究に関すること。
　（4）資料集等の編さん及び刊行に関すること。
　（5）文書等についての知識の普及啓発に関すること。
　（6）前各号に掲げるもののほか、文書館の設置の目的を達成するため必要な業務
（委任）
第 4 条　この条例に定めるもののほか、文書館の管理に関し必要な事項は、規則で定める。
　　附　則
　この条例は、平成 5 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 3 条第 2 号の規定は、同年 7 月31
日から施行する。

　（ 2）和歌山県立文書館管理規則

平成 5 年 3 月31日和歌山県規則第21号

（目的）
第 1 条　この規則は、和歌山県立文書館設置及び管理条例（平成 5 年和歌山県条例第 1 号。以

下「条例」という｡）第 4 条の規定により、和歌山県立文書館（以下「文書館」という。）の
管理に関し必要な事項を定めるものとする。

（開館時間）
第 2 条　文書館の開館時間は、午前10時から午後 6 時までとする。ただし、土曜日及び日曜日

並びに国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」と
いう。）は、午前10時から午後 5 時までとする。

2 　文書館長（以下「館長」という。）は、必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、
臨時に開館時間を変更することができる。

3 　館長は、前項の規定により開館時間を変更しようとするときは、あらかじめその旨を文書
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館に掲示しなければならない。
　（休館日）
第 3 条　文書館の休館日は、次のとおりとする。
　（1）月曜日（その日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日）
　（2）12月29日から翌年の 1 月 3 日までの日
　（3）館内整理日（ 1 月にあっては 1 月 4 日（その日が月曜日に当たるときは、その翌日）、 2

月から12月までにあっては当該月の第 2 木曜日（その日が休日に当たるときは、その翌日））
　（4）特別整理期間（館長が定める10日間。この場合、当該期間の計算には、月曜日を算入し

ない｡）
　（5）臨時休館日（前各号に掲げるもののほか、館長が必要と認め知事の承認を得た日）
2 　前条第 3 項の規定は、前項第 4 号又は第 5 号の規定により休館する場合に準用する。
　（入館制限等）
第 4 条　館長は、次の各号に掲げる者に対し、入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。
　（1）条例第 1 条に規定する文書等（以下「文書等」という。）を損傷し、又は損傷するおそれ

のある者
　（2）文書館の秩序を乱し、又は乱すおそれのある者
（閲覧）
第 5 条　文書等の閲覧を請求しようとする者は、別記第1号様式による閲覧申請書を館長に提出

しなければならない。
（利用に供しない文書等）
第 6 条　文書等のうち、次に掲げるのは、利用に供しないものとする。
　（1）事案の完結後30年を経過しない県の公文書
　（2）個人若しくは団体の秘密保持のため、又は公益上の理由により利用に供するのが不適当

な文書等の全部又は一部
　（3）寄贈又は寄託を受けた文書等で、寄贈者又は寄託者が利用に供さない旨指定したもの
　（4）館長が整理又は保存上支障があると認めた文書等
（複写の承認及び費用負担）
第 7 条　文書等の複写を希望する者は、別記第 2 号様式による複写承認申請書を館長に提出し

なければならない。
2 　文書等の複写に必要な費用は、申請者が負担するものとする。
（館外貸出し）
第 8 条　文書等の貸出しは、行わないものとする。ただし、館長が特に必要と認めたときは、

この限りでない。
（損害賠償）
第 9 条　利用者は、文書館の文書等を亡失し、又は損傷した場合は、その損害を賠償しなけれ

ばならない。
（寄贈又は寄託）
第10条　館長は、文書等の寄贈又は寄託を受けることができる。
（委任）
第11条　この規則に定めるもののほか、文書館の管理に関し必要な事項は、別に定める。
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　　附　則
　この規則は、平成 5 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 2 条から第 9 条までの規定は、同
年 7 月31日から施行する。
　　附　則（平成19年 3 月30日規則第28号）
　この規則は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則（令和 6 年 8 月 2 日規則第71号）
　（施行期日）
1 　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2 　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の様式による用紙は、当分の間、これ

を取り繕って使用することができる。
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　（ 3）和歌山県立文書館管理要綱

（趣旨）
第 1 条　この要綱は、和歌山県立文書館管理規則（平成 5 年和歌山県規則第21号。以下「規則」

という。）第11条の規定により、和歌山県立文書館（以下「文書館」という。）の管理に関し
必要な事項を定めるものとする。

（遵守事項）
第 2 条　古文書、公文書その他の資料（以下「文書等」という。）の閲覧を希望する者は、次に

掲げる事項を遵守しなければならない。
　（1）筆記用具以外の携帯品は、閲覧室に持ち込まないこと。
　（2）文書等を汚損又は破損するような行為をしないこと。
　（3）閲覧室以外の場所での文書等の閲覧をしないこと。
　（4）閲覧室において喫煙及び飲食をしないこと。
　（5）その他館長が必要と認め定めたこと。
（閲覧方法）
第 3 条　文書等のうち古文書の閲覧は、複製物により行うものとする。ただし、館長が必要と

認める場合は、原本の閲覧を許可するものとする。
（文書等の複写）
第 4 条　館長は、文書等が複写によって破損のおそれがあるときは、複写を行わないことがで

きる。
2 　複写部数は 1 部とする。
3 　文書等の複写は、文書館の職員又は館長の指定する者が行うものとする。
4 　館長は、文書等の複写する場合において、申請者から次のとおり規則第 7 条第 2 項の規定

による費用を徴するものとする。

（館外貸出）
第 5 条　規則第 8 条ただし書に規定する館長が特に必要と認めたときは、社会教育等の公共的

目的を持つ展示会への出品等をする場合で、文書等の亡失及び損傷の防止に対し十分な配慮が
なされていることが確認できるときとする。

2 　文書等の館外貸出しの申請は、文書館文書等貸出許可申請書（別記第 1 号様式）による。
3 　館外貸出しの期間は、60日以内とする。
（公文書の利用協議）
第 6 条　館長は、和歌山県公文書管理規程（平成13年和歌山県訓令第12号）第61条第 2 項の規

定により引き継がれた保存文書のうち事案完結後30年を経過したものについて、当該文書の
主務課長と保存期間及び一般利用に関する協議を行うものとする。

（行政利用）
第 7 条　公文書を行政利用する場合は、文書館保存公文書利用票（別記第 2 号様式）を館長に

提出しなければならない。
2 　行政利用により公文書を貸出する場合は、文書館保存公文書貸出簿（別記第 3 号様式）に

複写使用機種 部数 料金
電子式複写機 1 部 10円
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所要事項を記入しなければならない。
（文書等の寄贈）
第 8 条　文書等の寄贈申込みは、文書等寄贈申込書（別記第 4 号様式）によるものとする。
2 　前項の規定により申込みを受けた場合には、寄贈文書等受領書（別記第 5 号様式）を交付

するものとする。
3 　寄贈文書等は寄贈文書等整理簿（別記第 6 号様式）により、適正に管理するものとする。
（文書等の寄託）
第 9 条　文書等の寄託申込みは、文書等寄託申込書（別記第 7 号様式）によるものとする。
2 　前項の規定により申込みを受けた場合には、文書等寄託契約書（別記第 8 号様式）を締結

するものとする。
3 　寄託文書は寄託文書等整理簿（別記第 9 号様式）により、適正に管理するものとする。
（収蔵庫への立入りの制限）
第10条　原則として、文書館の職員以外の者の収蔵庫への立入りを禁止する。ただし、館長が

特に必要と認めるときは、この限りでない。
（収蔵庫内の安全）
第11条　収蔵庫内の通気、防湿等に注意し、文書等の損傷の予防に努めるものとする。
2 　収蔵庫内においての喫煙、又は火気使用はこれを禁止する。
（委任）
第12条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は館長が定める。
　　附　　則
　この要綱は、平成 5 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 2 条から第 5 条までの規定につい

ては、同年 7 月31日から施行する。
　　附　　則
　この要綱は、平成13年10日 1 日から施行する。
　　附　　則
　この要綱は、平成15年 5 月 1 日から施行する。
　　附　　則
　この要綱は、平成18年 4 月 1 日から施行する。
　　附　　則
（施行期日）
1　この要綱は、令和 6 年10月11日から施行する。
（経過措置）
2　この要綱の施行の際現に締結している文書等の寄託に係る契約については、なお従前の例に

よる。
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　（ 4）和歌山県立文書館文書等取扱基本要領

（趣旨）
第 1 条　この要領は、和歌山県立文書館管理要綱第12条の規定に基づき、和歌山県立文書館（以

下「文書館」という。）における歴史資料として重要な文書その他の資料（以下「文書等」と
いう。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。

（文書等の区分等）
第 2 条　文書館が取り扱う文書等の区分、種別及び対象は、次の表のとおりとする。なお、表

中引継文書を除く全ての文書等は、特別の管理を行う歴史的な資料として、和歌山県情報公開
条例（平成13年和歌山県条例第 2 号）第 2 条第 2 項第 3 号に該当するものである。

（文書等の保存及び利用）
第 3 条　文書館が収集した文書等は収蔵庫で保存し、目録を整備して利用に供する。
2 　文書等のうち特に重要なもの及び利用回数の多いものは、原本の保存に配慮して複製物を

作成し、これを利用に供するものとする。
（収集基準）
第 4 条　古文書及び公文書の収集基準は、次のとおりとする。
　（1）古文書は、和歌山県及び県内各地域の歴史を将来に伝えるために重要と認められる書状、

記録等を、それが作成された年代にとらわれずに収集するものとする。
　（2）公文書の収集基準は別に定めるものとする。
（委任）
第 5 条　この要領に定めるもののほか、文書等の収集・整理・保存・利用に関し必要な事項は、

区分 種別 対象

古文書

寄贈文書 和歌山県立文書館管理規則第10条の規定により寄贈を受けた文書
等のうち行政刊行物等を除くもの

寄託文書 和歌山県立文書館管理規則第10条の規定により寄託を受けた文書
等

購入文書 文書館が貴重な歴史資料と認めその散逸を防止するために購入し
た文書等のうち行政刊行物等を除くもの

複製資料 複製により収集した文書等

公文書

引継文書 和歌山県公文書管理規程第61条第 2 項の規定により引き継がれ
た永久保存文書

収集文書 和歌山県公文書管理規程第70条第 1 項等の規定により収集した
歴史的価値のある廃棄文書等

受入文書 和歌山県議会、監査委員、各種行政委員会及び県出資法人等から
受け入れた歴史的価値のある廃棄文書等　

行政刊行物等

行政資料

平成12年和歌山県訓令第23号に基づき収集する行政刊行物等
和歌山県議会、監査委員、各種行政委員会、及び県出資法人等の
刊行物等
県内市町村等の刊行物等

研究資料 和歌山県に関する図書、出版物及び資料
文書館（公文書館）に関する図書、出版物及び資料

その他の資料 その他文書館長が必要と認めた刊行物等
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文書館長が別に定める。
　　附　則
　この要領は、平成 5 年 4 月 1 日から施行する。
　　附　則
　この要領は、平成13年 3 月 1 日から施行する。
　　附　則
　この要領は、平成13年 7 月19日から施行する。
　　附　則
　この要領は、平成14年11月19日から施行する。
　　附　則
　この要領は、令和 6 年 7 月18日から施行する。
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　（ 5）和歌山県行政刊行物等の収集に関する訓令

平成12年 7 月11日
訓令第23号

庁中一般
各地方機関

　貴重な歴史資料となりうる県行政刊行物等の散逸を防ぐとともに、それらを長期にわたり有効
活用するため、各所属長は、行政刊行物等を発行したときは、発行日から 1 月以内に行政刊行
物等発行通知書（別記様式）により和歌山県立文書館長に通知するとともに、当該行政刊行物等
を 2 部文書館に送付しなければならない。

記
　行政刊行物等とは、各所属が職務上作成した印刷物で次に掲げるものをいう。
　 1 　議会資料、監査資料、広報資料、統計資料、調査報告書、計画書、要望書、各所属の業

務概要、事業又は施策の実績報告、研究紀要その他これに類するもの
　 2 　地図、ちらし、パンフレットその他これに類するもの
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